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研究内容

【背景・目的】
古代エジプト新王国時代（前1550〜1000年頃）は、古代エジプト文明の最盛期です。この時代に関する従来の研究
は、当時の宗教の中心地であるテーベの西岸に造営された王墓や貴族の墓などの出土資料が中心となっていま
した。しかし、近年になって当時の行政の中心地であったメンフィスの墓地遺跡であるサッカラで同じ新王国時代の
高官の墓が多数発見されるようになったことにより、新たな資料により新王国時代の研究を再検討する機運が高
まってきました。さらに、サッカラ遺跡では19世紀から新王国時代の遺物が多く欧米の博物館・美術館に流出して
おり、それらの由来の墓の位置についても不明なままです。このような状況に鑑みて、古代エジプト新王国時代史
の再構築を試みるために、新たにサッカラ遺跡における未知の新王国時代の墓地の所在を明らかにし、発掘調査
によって当時の埋葬、文化、歴史を明らかにすることを目的とします。また、同時に発掘調査の対象となる文化遺
産の保存と活用といった問題に取り組みます。本研究においては、従来の伝統的な考古学・古代史研究だけでなく、
学際的な文理融合型の研究を駆使し、総合的な歴史科学研究と文化遺産保護のモデルを構築したいと考えてい
ます。

【概要】
本研究では、①調査を行う新しい遺跡の選定のための踏査、②遺跡の発掘調査、③出土遺物の考察・分析、④遺
跡の保存修復と活用の４つの段階において自然科学的な研究を駆使していきます。既に①踏査においては、人工
衛星画像解析、３次元地形測量、物理探査の成果を駆使して研究を行っています。これらの成果は地理情報シス
テム(GIS)で管理しています。②の発掘調査においては、通常の測量の他に、３次元計測を積極的に導入し、古代
の景観復原だけでなく、将来的な文化遺産の活用を見据えた調査を行います。③では、形質人類学、DNA研究、
動物学、植物学、材料科学、古環境復元などの自然科学系の研究者と協働し、学際総合的な研究を進めます。④
の遺跡の保存・修復では、保存科学、バーチャルリアリティー研究などの専門家と協働し、物理的な保存修復だけ
でなく、コンピューターを駆使した3D画像処理などによる活用方法にも取り組みます。また、これらの文理融合研究
と同時並行に、従来知られている古代エジプト新王国時代の墓地の資料をデータ・ベース化し、総合的に再検討す
ることで、新しい調査研究の成果を示していきます。

【研究の特徴・コンセプト・理念】
ー従来の伝統的な考古学、古代史研究の方法だけではなく、自然科学の研究を積極的に融合し、総合的な歴史
科学研究のモデルを構築します。
ー研究の成果を文化遺産の保護や地域の振興など社会にも広く還元するためにヴァーチャルリアリティーやデジ
タル・ヒューマニティーズの研究を推進します。
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